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˞ 202� 年຤時点

Our Strategy 中期経営計画

2027年のビジョン 計画と指標
　当社は、財産に関する೰みや問題が多様化・ෳࡶ化する現代
の事業環境において、෋༟૚のお客様に対して࣭の高いサービ
スを提ڙし、持続的な成長を実現するために、新たな中期経営
計画を策定しました。2025年からの3年間を通じて、全てのステ
ークホルダーの皆様と共有するビジョンの実現に取り組み、202�
年຤には「෋༟૚ビジネスのୈ一人者」として認められるଘ在と
なることを目指します。
　「෋༟૚ビジネスのୈ一人者」とは、৴པを得た上で高品࣭な

　中期ビジョンのୡ成に向けて、主要な定量目標として、࣍にڍ
͛る指標を設定しました。まͣ、年ฏ10ۉ％の営業利益成長を目
指します。3OEは20％௒の水४の継続をਤります。ސ客数及び
ADVANTAGE CLUB組成ֹについても年10％の増加を,1*とし、
成長の基盤強化を進めます。ג主還元、人材・ガバナンスに関し
ては以Լの通りです。
　なお、DX・A*導入やチェスターグループとの連携による効果を
౿まえ、2026年2݄に目標の再評価と開示を行う༧定です。

サービスを継続的に提ڙし、お客様から長期にわたる૬ஊઌと
して選͹れるଘ在です。そのためには、෋༟૚のお客様をご঺
介いたͩける方々や業務を支援いたͩくパートナーとの৴པ関
の強化、社員が҆心して働ける環境の整備と物心྆໘にわた܎
る成長支援、さらに財産に関する課題解決を通じた地域社会へ
の貢献が不可欠です。また、当社の理念に共ײし応援いたͩけ
るג主・投資家の皆様には、企業価値の持続的な向上と継続的
な配当やג価の成長による֬かな還元を実現します。
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͓٬様

パートナー

ओ・投資Ոג
͓٬様

஍Ҭ社会

社員

ステークϗルダー と͝の
ビジϣンの実現

コンサルλント

⚫問題解決への貢献、
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3OE 20ˋ௒のҡ持

ADVANTAGE CLUB組成ֹ ຖ年10ˋの૿Ճ
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7つの戦略の柱 ❶パートナー戦略
　当社は、202�年に向けたビジョンをୡ成するために、֬ 実か
つ実効性のある経営戦略を策定しました。経営戦略において定
めた「�つの戦略のப」を中心に、事業の成長と進化をਤっていき
ます。これら戦略のபは、各ྖ域における強化と革新の実現を目
指し、持続的なڝ૪༏位の֬立を目的としています。
　これらの戦略を一体となって推進することで、202�年のビジョ
ン実現を֬実なものとし、企業としての成長と社会貢献を྆立さ
せていきます。

　৴པと成果は、パートナーやお客様の期଴を௒える提案によっ
て生まれると考えています。今後も関܎性のਂ化に加え、෋༟૚
との઀点を有する新規パートナーの開୓にも஫力していきます。
さらに、੫理士法人、弁護士事務所、不動産会社などの専門パー
トナーとの協業を通じ、ෳࡶ化するニーズに応えます。
　202�年຤にはチェスターグループと経営統߹ならびに業務提
携を行いました。生લ対策から૬続、૬続後支援まで、一؏した
サービスを提ڙする体制を構築しました。

　৴པ関܎を基盤としたパートナーとの連携を通じて、ご঺介
いたͩく෋༟૚のお客様の多様でෳࡶな೰みや問題の解決に
貢献し、パートナー及び当社૒方の持続的成長を目指します。
　また、当社の業務を支える協力パートナーとの間にも、継続
的かつ建設的な関܎性を構築し、高品࣭なサービス提ڙ体制の
強化に౒めていきます。現在、঺介パートナーとしては全62ࠃの
金融機関及び93の会計事務所と提携しており、そのネットϫー
クはண実に拡大しています。
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❷サービス戦略(事業戦略)

❸人材戦略

　当社は、「総߹財産コンサルティング」と「戦略的個別サービス」
の྆ྠで事業をల開しています。これら2つのபを通じて、ސ客
数や案件組成数の҆定的な増加を実現し、全社的な成長をਤり
ます。「総߹財産コンサルティング」では、お客様の財産ঝ継・事
業ঝ継をԁ׈に実現するために、現状とજ在的課題をஸೡに分

　当社は、全ての人材を対৅に、「人材࠾用」「人材育成」「働きや
すい環境整備」のࡾ本பを中心とした人的資本の充実に取り組
みます。「人材࠾用」では、長期的にސ客やパートナーとの関܎を
構築できる経ݧ者やDX人材などの高度専門人材、ならびに多様
な人材のੵۃ的な࠾用を進めます。
　「人材育成」では、人間力向上を目的とした教育や、スキルの
分化に応じた教育制度の導入を進めます。「働きやすい環境整ࡉ
備」では、処۰制度の継続的見௚しや健康経営の推進、多様性を
ଚ重しながら社員一人ひとりが成長と充実を実ײできる環境の
整備を実行します。その上で、コンサルタント数を202�年຤まで
に330人へと拡大することを目指します。

客様へྑいものをおಧけするためݫ選した物件選定・運用を行
いつつ、७資産಺での運用をపఈすることで、৴པ関܎を࠷重
視する方針です。
　さらに、新規サービスとして、૬続支援や公益財団法人設立の
支援にも取り組み、多֯的な価値提ڙの実現に౒めます。

析し、解決すべき課題を整理・༏ઌॱ位付けした上で、࠷適なঝ
継プランを策定します。「戦略的個別サービス」においては、طଘ
の�つのサービスの成長に加え、時代の変化にଈした新たなサ
ービスの創出にも஫力していきます。中でも「ADVANTAGE 
CLUB」は、開࢝以དྷ高い評価をいたͩいています。今後も、お

　加えて、利他心を軸としたಙをੵΉことを通じて人間力を高
める教育を継続的に実施しつつ、重要な理念の浸透をਂめるべ
く、各部ॺでの対࿩の場の継続的な設置を通じて、さらなる理
解促進をਤっていきます。
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❹知財戦略

❺マーケティング戦略

❼財務戦略

❻サステナビリティ戦略

　コンサルタントが஝ੵしてきた高度なϊ΢ハ΢を、ແ形資産とし
て戦略的に整理・活用することを目指します。これらの資産をDX
やA*ٕज़によって体ܥ化し、コンサルタント一人ひとりのパフォー
Ϛンスを࠷大限にҾき出すとともに、業務全体の効率化を推進し
ていきます。さらに、コンサルタントとA*が共創する新たな働き方

　認஌度の向上を目的とした多֯的な施策をల開していきます。
ෳ数のメディアを活用し、同時期かつԣ断的に広報活動を実施
することで、当社の事業಺༰の理解促進、ならびに社名認஌の
拡大をਤります。2026年度以降は、ビジネスメディアの活用など、
多様なチャネルを通じた効果的な情報発৴に取り組みます。

　3OE20％௒の水४を持続的にҡ持するため、売上高当期利益
率の向上、資産効率の高い事業運営の継続、財務の健全性を֬
保しつつ資本効率の࠷大化を目指します。加えて、企業価値向上
の観点から、3OEや3O*Cといった資本収益性と比べ、աڈฏۉ
1E3におけるࢢ場からの評価はे分とはいえないと認識してお
り、1E3の改ળに向けた取り組みを強化していきます。

　中期経営計画期間におけるキャピタルアロケーションについ
ては、営業キャッシュフロー110ԯԁに対し、持続的な成長のた
めのੵۃ投資として、人的資本投資や.�A、DX・A*投資などに
30ԯԁ、DOE10％水४をҡ持した配当として�0ԯԁ、現༬金水
४のҡ持として�0ԯԁを計画しています。

の実現に向けて、2�時間365೔対応可能なA*エージェントを開発
し、特に経ݧのઙいコンサルタントの業務支援に活用していきま
す。そして、コンサルティング業務にとどまらͣ、社಺全体の業務
プロセスにもA*をੵۃ的に導入することで、生産性の大෯な向
上を目指します。

　社会課題の解決を通じて持続的な社会の実現をਤるとともに、
企業価値の向上を目指します。不動産特定共同事業法に基ͮく
地域創生事業を通じた地域の活性化への貢献や、気候変動への
対応、ペットとの共生社会の実現など、各छ社会貢献活動にも継
続的に取り組み、社会的੹೚を果たしていきます。

コンサルλントを͑ࢧる環ڥ੔උ コンサルλントとA*のڞ創にΑる৽し͍働きํのߏங

‎D9推進ࣨ
˞生成A*で作成したコンテンπです

コンサルティングにඞ要な৘ใ
（੫法౳の֤छルール΍事 ・ྫσーλ）を
D9・A*を活用しͯ Մ視化・σーλϕース化

コンサルティングϝιッυ΍業຿プロηスを
D9・A*を活用する͜ とでのඪ४化

上2ͭهの੔උが、
コンサルλントの育成に΋大き͘ ༩د

Λ2024年4݄にൃ଍
2025年Ҏ߱͸૿員し、͞ Βなる推進を行͏

⚫持続的な成長のためのੵۃ投資
　人的資本投資、.�A、DX・A*投資など

⿟࢛൒ۀظ੷の҆ఆԽ
⿟࢈ࡒίϯαϧςΟϯάച্の૿Ճ
⿟ෆಈݿࡏ࢈Λͨ࣋ͳ͍ํ਑のҡ࣋ɾܧଓ
⿟ඞཁݱ༬ۚਫ४ͱΩϟϐλϧΞϩέʔγϣϯの։ࣔ
⿟*3のॆ࣮
⿟ίʔϙϨʔτΨόφϯεのڧԽʢࣾ֎औక໾の૿Ճ౳ʣ

⿟࢈ࡒίϯαϧςΟϯάׂ߹の্޲
⿟ෆಈݿࡏ࢈Λͨ࣋ͳ͍ํ਑のܧଓによるޮ཰ੑҡ࣋

⚫コンサル業຿のޮ率化
⚫成໿スϐーυ向上
⚫業຿の ・࣭量྆໘の向上
⚫͓٬様のຬ଍౓向上
⚫Αり多 の͓͘٬様への
ɹサービスఏڙ

⚫配当性向50％水४
⚫ྦྷ進配当
⚫DOE10％水४

⚫運స資金の増加
⚫不動産取得資金の増加
⚫ADෑ金ฦ還資金の増加
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෺݅に͓͚る
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